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わたんたらlま大穆の動為矮鶴 ます.

奈表の藩葉歌彎めぐり ○ 有本 倍美

昔樫の二北展望台から東を望むと飛鳥寺 (現在の安居院)力 あ`るc飛鳥寺はわが国最初の

本格的仏教寺院で崇峻元年 (588年 )曽我馬子が百済二人の来朝により建立を開始 し、

推古 4年 (596年 )に完成 した。この境内東南隅に歌人佐々本信網が万葉仮名で揮宅 し

た山部赤人の長歌と反歌がある。以下に直訳と意訳を掲載 したが実に調子がよい。

霜笠に登りて 撻難碧澪約この作りし歌一首

みもろの 経秦轟Uに 五百枝さし 繁に生ひたる 栂の本の いや継ぎ継ぎに 玉彗

絶ゆることなく あつつつも やまず通はむ 明日香の 古き都は 山高み り||と ほしろし

春の日は 壽し見がほし 秋の夜は ':|し さやけし 朝雲(旦雲)に 黒は乱れ 夕霧に

かはずはさわぐ 見るごとに 音のみし泣かゆ(哭耳所泣)｀啓
え
思へば (巻 3-32⇒

反歌

明 日香り|1 川淀去 らず 立つ霧の 思ひ遇 ぐべき 恋(孤悲)に あらなくに  (巻 3-325)

神丘 (今 の雷丘か甘樫丘)に登つて江し部赤人が作った歌 ―首。

ヨ前の21ti奈備山:こ たくさんの枝がのびて繁つている栂の本のように絶えることがなく、い

つまでも通い続ける明日香の 1日 都は出高く川は雄大で、春 |ま 山が見たく、秋の夜はりllが さ

やかで、夜明 |ナ の雲に鶴が舌しれ飛び、夕霧のなかに河鹿が鳴き5蚤 ぐc見るたびに声を出し

て哭きたくなる。音を思えば. 反歌  明日香り||の 川淀を去らず立ちこめる霧のように、

すぐ消えてしまうような明日香古都に対する懐 1日 の情ではないのだ。

と山部赤人は連綿とその心情を詠つている。歌碑めぐり②と同じくここに言 う古き都は嘱

「]香浄御界宵であろうO10f)午続いた明目香京の廃都から新都を遠望すれば、新 しい藩原

京に馴染めないでいる懐 1日 恋慕の情ばかりである。そして、僅か 16年で平城京に遷都 し

た藤原京の事情について山部赤人は何 t)語つていない。赤人は聖武天皇時代の官廷歌人で、

天皇行幸などに随行した際の天皇讃歌が多く、万葉集には長歌 13首・短歌 37首があり梅

本人麻昌とともに歌聖と称えられ、特に自然の美 し.さ や清さを詠んだ叙景歌に定評があるc

覇子の浦ゆうち出でてみれば真海にそ富士の高嶺に雪は降 り:す る(巻 3-318)
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イベン1報告 権保台の管さんなの咤ら合もヽの院が鐘謄ι轟

佐曇台′:ヽ学校癬 錯 クラプ 」雲墨 のか(と しヽ t;承 り大 会

吉●社司

10'117ぎ (11)華  ならやまで、性保台小学校Iデんきクラブの「三::げ)秋 といもほり大会J

が群催さオし́まし́た。キ年に続いて2葛 毒となるこのイベント1ま、住民の皆さんの評疑も良く、今

垂は

'1難

30名 に保護者、クラブ役員など21名 、合計 51名 が参舟5する大盛会となりました。

子供たちの感想では、竹工作が 面白かつたとい うことなので、

ニップを作ることにな

つた り、ナタで肖1っ

い う子供達 1)い ま し

の細心の指導で、な

したc

今年は上々の出来で

っと据れば、大きなお

芋が顔をのぞかせ、子供たちは芋 を手にかざして歓声を上げて

いました。お昼は会員心づくしの豚汁に舌鼓を打ち、おやつには自分で掘って洗ったお芋が焼芋

:こ なつて記 らオしました。

午後の里曲歩きは、残念ながら生憎のにわか雨のため中止となりましたが、里の秋を堪能 した

子供たち:ま、お土産のお芋を手にして満足そ うに弓:き 上げていきました。

今年は全員が自分の竹ス

リました。ノコギリを使

た りするのは初めて と

たが、メンバーの皆さ/レ

ん とか無事作 り終えま

畑のナル トキン トキ、

す。自義の竹スコップ'でそ

誰 の部Rモ も瞥 まら
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ネムの間をすり教けたまイヽみまま語 りか :す る言景さえ夫いむけて

ぬよう41義 の埃■■身を姜ね
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イベント報告 佐保台小学校での露安観察会

佐保台小学校の「ゆめ教育プラン」に基づく課外授業の一環と

して、当奈良 。人と自然の会による支援活動第 2弾、“校庭昆虫

観察会"が l③ 月 21日 に催されました。季節柄昆虫はもう見られ

ないのではないかと心配されましたが、天気がよかったこともあ

り、予想外 lt~多 くの昆虫がとび出し、子供たちもおおはしゃぎで、

けがもなく無事に終えることができました。また当日は、昆虫の

先生が ?菊り:|さ んと私の二人しかいないとのことで、運営がうまくゆくかどうか不安いつぱいでした

が、応援にきてくださつた会員の方々の協力によつて混乱もなく終えることができ、厚く感謝 してお

ります。“昆虫のことをよく知り、昆虫に親 しむ"と いうテーマのもとに、第 1部は昆虫についての基

礎知識の再確認、第 2部は校庭での野外観察、第 3部は昆虫に直接手で触れての観察、とい うメニコヽ

―を準備 しました。

第 1部では、昆虫の単なる基本的な知識のお しゃべりをするのでは、子供たちにとつては面白くな

くすぐに飽きると思われたので、写真でまず虫の姿をみせ、ついでそれに関するF.5題 を質問形式でだ

し、3～ 5の答の中から正しいものを選んで答えてもらうようにし、かつ子供たちを6つの班に分け、

班ごとに競争させたところ、非常にエキサイ トし、みんなで楽 しんでもらえました。落とし穴のある

F・5題もありましたが、子供たちは予想外によく知っており、知識の再確認ができたものと思われます。

第 2部では、低学年 (1～ 2年生)と 高学年 (3～ 5年生)の 2つのグループに分け、校庭を反対

方向に一局することにしました。虫が見つからない恐れがありましたので、 2日 前にわな (誘 引 トラ

ップ)を仕掛けておきましたが、残念ながら捕まつたのは少しばかりでしたcしかし、オオオサムシ、

エンマコオロギ、セアカゴミムシ、ゴキブリの子供、ダンゴムシなどが入つていたので、それなりに

演技をしてもらいました。 じゃあこれから観察をはじめましょうとい うやいなや、子供たち|まわっと

四方に散らばり網でバッタを捕 らえる子、網のない子は手づかみで、草むらに必死で逃げ込むコオロ

ギを追い回す子、 トカゲを捕 らえる子供等等、みんな夢中で草むらの捜索を始めました。昼寝の夢を

むさぼつていた虫はさぞ驚いたことでしょう。結局私たちが事前にF」uべておぃた以上に多くの種類の

虫がとび出しました。

第 3部では、写真を使つて保護色と擬態の話、枯葉に紛れて見つかりにぐくなっているバッタやチ

ョウ、ハチと紛らわしいガなど、昆虫が天敵から逃れる知恵が紹介されましたcついで、ミノムシの

蓑の分解作業と内部にいるムシの観察、ついで生きたアオムシ、イナゴ、コガネムシの幼虫の観察を

行わせたところ、みんなぎゃあぎゃあ言いながらも夢中で手にとつて観察 ?遊んで ?いました。一部

の女の子はアオムシをみると、跳びあがって逃げ回つてお りましたが、おそるおそる触 り始めた子も

いたので、虫に触れるテーマもなんとかこなせたかと思います。今回、校庭で観察された虫、あるい

は不幸にして補らえられた虫の代表 :*チ ョウ類 :キチョウ、ヒメウラナミジャノメ、ヤマ トシジミ

*ト ンボ類 :ウ スバキ トンボ、アキアカネ *甲 虫類  :セ ンチコゴネ、オオオサムシ、セアカゴミム

シ、ヨモギハムシ*ハチ類  :セイヨウミツバチ *バ ッタ・コオロギ類 :エ ンマコオロギ、オカメコ

オロギ、ホシササキリ、イナゴ、マダラバッタ、オンブバッタ、イボバ ッタ、ハネナガヒシバッタ、

コカマキリ。この中で子供たちと親 しくお付き合いをした虫達は、バッタ・コオロギ類でした。

観察会はそれなりに盛況に終わりましたが、運営面ではまだまだ改良する点がかなりあるようで、

次の機会にはインプリの手法を取り入れたいものです。

(参加スタッフ :菊川、本村、阿部、岩田、小間、塩本、寺隅、林、平井)

本村 裕
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イベン錨造  窯髪羹自然塾と分共同イベントの感想

小嶺敏勝

車③燿25轟天気は良好、ノ1ヽ学生1年から6年生迄の6電 名が、9時半なら山里山林へ幹事

の境さんに黒髪曲から弓!率されて曇1着。これだ!ナ大勢の子供達を一度に迎えるのまま初めて

だ。昨年は生憎の雨で芋掘りその他、大変であつたが今理はその経験を生かすべくスタッフ

は周至1な準備で望んだ。

今年は、事掘りの為のタケスコップ(移植ごて)を子供達に確実に作らせ全員が完成する迄

|ま 芋掘りは始めない、又そのスコップで掘る事にした。子供達 :ま 自分で道具を作りそれを利

露する経験は稀なため、熱心に取り組んでいた。

スタッフの指導に島よるが、怪我も無く全員が完成させ、大しヽに楽しみながら芋掘りをし、土

まこ汚れたスコップは全員が持ち帰つてくれた。

午后:ま黒髪幾:こ移動してドングリでコマ作りをした。高学年に:ま物足けないので:ま、と心配

したが意外にも種々なドングリでコマ作り、最後には6班に分かれた子供達の代表で回転の

長時間競争をして優勝を争い最高に盛り上がってくれて安堵した。

丁度、焼き芋も出来上がった。飽食の時代にも自然の中で遊び、熱々の甘いイモを食べる

事 |ま格別のようで、大きなイモを1個ずつ満面の笑みで食べているのを見ると、こちらも嬉しく

なる。来年も又楽しんでもらおう。スタッフの皆様、お疲れさまでした。

奈良県立大学 地i或倉」造学部 インターン生
「ならやま」体験実習の受入れ

弓 場 厚 次

籠○局度より当会で|ま初めて大学生の学外授業の一環として体験実習を受 |サ 入れました。

受け入れ大学 !ま奈良県立大学 地域創造学部の学生で、2回生

の4名 を10月 29日 (本)定時より「ならやま」に受入れ、

初日はオリエンテーシヨンからスター トいたしました。

インターン生は初々しく学習意欲に燃え、『里出の景観を守ろ

う』をテーマ:こ未知の体験実習を経験して頂きます。

実習期間は僅か4日間の短期間ですが、体験実習が授業の

一部として評価され、学内での 単位の認定や少しでも学生

の1詈来の夢への礎の糧となる様なスケジュールを設定しております。

各テーマの指導者を初め、会員の皆様には「ならやまJで温かくインターン生をご指導いただき

ます様よろし<お願いしヽたします。

インターン生名   賞丼 沙緒里  田村 雅世  中山 文平  小塚 勇征

スケジュール概要

(4名 )

実施日 テーマ

10月 29日 (木 ) amオリエンテーション 。ならやま見学 pm 南高梅 植付け床整備作業

11月 26日 (木 ) arn 竹林整備作業 (孟宗竹 FB5伐作業) pm ビオトープ設置整備作業

12月 3日 (本) am 里山林整備作業 prll 耕運機実習4乍業

12月 19日 (■ ) arrl 畑里芋掘り作業・コナラ ほだ本作 pm 里由体験 報告会

4



へ       T

な呻りまプ国ジェタ呻レポー輪鳳爾年1理

(古j:: 祐司 記 )

10月 16毒 (金)晴  シエア自然大学環境科 来訪 40名
'環尭科の皆さんが来訪.フイール ドの見学、阿部会長以下と意見交換をしました。ならやまの

自然の素晴らしさと、これを支える当会の活動に感銘を受けたとお褒めいただきました。

10月 17日 (土)晴のち雨  佐保台っ子元気クラブ 芋ほリイベント 51名 当会 27名
・昨年来 2回 巨のイベントは評半tも 良く、児童 30名 に保護者、学校賽係者 21名が参加する

盛会となりました。 (震連記事 別掲)

10興 22藝 (本)23ヨ (金) 佐保台小 5年生 説穀と粧すり  児童 94 合計 13名
・稲作つの実習は大詰め。 22日 は昭和 18年製の足踏み式の機械で脱穀をする.最新式のコン

バインも稼餞し、生徒たちは機械の威力に驚いていました。22署 、校庭で「糠すり」を燎

以上で 5月 の藩植えに始まった稲作り体験実習は無事疹了しました.この問一貫して指導に当

られた鈴木末一さん、バックアップした当会の皆さんに「ヽし、校長先生、担任の先生から丁重な

お礼_后葉 を項きました,

10月 25日 (日 ) 黒髪山自然塾との協働イベント  参加者 児童 61名 当会 16名

・午前中はならやまで、竹工作と芋|ま り、午後は黒髪山キャンブフィールドで ドングリエ千亀

このイベントも3回 目ともなれば、すっかり手資れたもので、サツマイモの出来栄えも、焼き

いもの味も、自然工作 {)上々の結果と自然塾の幹部から高く評価されました。

10月 29匿 (本) 渾1の 日  参加者当会 21名、 ビジター 8名

・奈良県立大学地域創造学部のインターン男女計 4名が参加、レクチャー、梅の植え床作りに

取組みました。 (関連記事 別掲)

・}ぽ○桜井菜の花プロジェク トの方々4名が見学に来られました。

11月 5霧 (本)梅 の植え床作り完成、蕎麦刈り取り、タマネギ植付け 参加者 24名

・梅林の植え床|ま 16カ f斤、盛う士と、元程等の土作りが完了。 21日 の植付けの準備○氏

・a地区の畑では、タマネギ500本 とエンドウの植付 :す 、女性パワーが中心となつて完遂。

・蕎麦のメJ取 りとハサ掛けは男性が分担、稲メリリの経験が生きて手際よくやり終える。残念なが

ら作柄は不良とて、やや意気の 上がらない作業となりました。

11月 9日 (月 )乳鳥調査の日  参加者  7名
。本国の収穫はオオタカ。日の前を東南から北西へ悠然と飛ぶ姿に、全員が歓声をあげました。

11月 12日 (本)晴 佐保台幼稚園ディ 。キャンプ 参加者 324、 臨時山の日 19名
・佐保台幼稚園の園児、保護者、先生計 32人がリース作り、豚汁、里山散歩を楽しみました。

ならやまの自然に魅せられ、我々の活動に共感される人́の輪が確実に広がっているようで丸

。c地区笹藪メ嘔取りと、アカメガシワ伐採、蕎麦畑跡にレングソウの種をまきました。

11月 16日 (月 )晴 臨時活動 蕎麦の脱穀

。天候の成行きを案じられて、急速蕎麦の脱穀を実行しました。収量は 5 kg、 何とか蕎麦打ち

までやりたいものです。読に覚えのある方のお助けをお願いします。      以上
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*な るや ま 里 攀 林 花 だ よ う *            守蒔 京子

11月 12澤 (本 )秋 の花が盛りを過ぎ、野山が色づいて美しい晩秋を迎えようとしています。

本や草の実…ノブ ドウ、ツルアリドオシ、ヘクソカズラ

紅葉 。黄葉・落葉…エノキ、アカメガシフ、ニセアカシア、カキ

ノキ、ハゼノキ、ヤマウルシ、ヌルデ、カマツカ、タカノツメ、

コシアブラ、ネジキ、 ジヨウブ

10月 末、数名でならやまの観察をした時に道端に青いきれいな

花を見つけました。「ツジガネニンジンに似ているけどちよつと違

う」と言つたものの、残念ながら誰も名前を知りませんでしたっ

ll月 に同じ花が別の場所に咲きましたc花柱の先の丸い雄性難の花と、花柱の先が 3髪 t

た受粉難のものと壼と3つ並んでいました。サイヨウシャジンではないでしょうか ?

平城ねに赤米の禾さわさわと 孝守 (鈴木末一)

雑草に覆われていた水田跡地。多くの方の努力で見事に復活し、

豊作の期待を担つて赤米の穂が秋風に揺れている。

稲Xlfるや弾む鎌もて子ら躍る 孝守

早苗が見事な株に成長。初体験の鎌を持つ手の手慣れの早さに驚かされるc

どんどん刈 り取りがはかどり、子らの歓喜の声が広がるc

ろ うかん

壌汗の百も二百も柿日和 秀  夫

今年も里山の柿のシンボルツリーは健在.

日に透けて丸で珠玉の様だ。娘所は美 しい■の意。

とりみ

しばらく|ま 鳥観の丘に鷹の天 秀 夫

鳥の日に初参加.思いがけずオオタカの飛翔を見る。

一瞬の感動。人の世をあざ哄 う様に彼方に消える。

鶴麓饉壽濾
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一粒の種糠 :こ託して
鈴 木 末 一

ならやま里115林プロジェク トのフィール ドでは、里LLと 畑の整備は進んでいたが、水国が

なかった。約 250ポほどの田圃跡には、茅、チョウジタデ、 ミゾソバ、ガマ、ホタルイな

どが繁茂してしまい、今やたわわに稔つた稚穂が靡いていた情景を偲ぶ縁もない状態であっ

た。この地の様子を熟知 している方から、「あの水田は秋落ちしないで。」との耳寄りな情報

を得た。雑草を取り除き水田化を図れば、それなりの景観形成に役立つのではとの想いで水

稲栽培を提案してみた。案の定、遼巡する意見が大半を占めていること (想定内)を llll聞 し

ていたが、「田置が一枚増えたと思えば、そんなに負担にはなりません。」この言葉を拠 り所

に水麗化することを決断 していただいたc

県当局との折衝の過程での紆余由折を経て、大型 トラクターによる整備作業が始まった時、
「有言実行。」「為せば成る。為さねば成らぬ。」と自分に言い聞かせた。

時蘭の経過とともに、佐保台小学校児童の体験学習のフィール ドとして活用するプランが

持ち上がり、 トントン拍子に話 |ま 進んでいつた。

5年生 11人 (男 5、 女 6)力 、ゞ 5月 に約 1時門の事前学習、そして6月 4日 の田植えか

ら 10月 23日 の糠櫂 り体験までの約 5か月霧、初めての実体験学習を経験してきたぃこの

間、子どもたちが見せてくれた色々な表情の中で、印象深い数コマを紹介すると`、

① 事前学習で米生産量のグラフを見て、極端な変化の部分を目ざとく見つ:す た時

② 国植えの時、素足の裏で感じた泥の感触への反応

③ 熙植えから約 1か月後、 10倍近くに増えた稲株の成長ぶりを確かめている眼差し

④ 台風 18号の強風にも倒伏することなく、たわわに稔った稲穂を見つめる目

⑤ 約 65年前の足踏み式脱穀機に稲束を入れると糎が割合簡単に落ちた時

⑥ 高さ6 0 olllの コンパクトなインペラー (羽根車)式籾櫂り機のホッパーに籾を入れ

ると、いとも簡単に玄米になつた時

これらの節目に見せてくれた多くの表情は、単に「感嘆」や「驚き」の表れとして受け止

めるのではなく、感じたことを率直に、純真な心の動きとして表現してくれたものと思う。

3人の男子児童が、籾摺りが終わった後、こぼれた玄米の一粒一粒を丁寧に拾つていた。

稲刈りの時に「落ち穂拾い」の話をしたが、そのことを覚えてくれていたのだろうか。いや

そうではない。学校や家庭における日頃の躾指導の賜物であると思う。

子どもたちにとつて一連の水稲栽培学習は、まさしく「百見は一体験に如かず。」であり、

① 安全でおいしいお米を育てるには

② 身近な食べ物から世界の食べ物ヘ

③ 食を通した健康や生命について

等の発展学習に取り組んでくれることを

期待したい。また、楽しく意欲的に学ぼ

うとする姿を見るにつけ、
「自ら課題を見つける。」
「自分の力で課題解決に取り組む。」
「′い豊かに表現する。」
「学んだことから自分の食生活などを考える。」

といつた、私なりの期待する児童像に、 11人全員が一歩一歩近づいていつてくれるものと

信じている。

終わりになりましたが、多くの会員諸氏並びに佐保台小学校の先生方の力の結集により、

一定の成果を上げることができたことを申し添えておきます。

一粒の倍倍倍 と実る秋

赤米の稲穂にかける子 らの夢

脱穀機踏み踏み してや子 ら躍る
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ペン曇花歳時記脈負 寛車編̈

クリスマス褻一ズ ChT:stttas rose

轟 言[兵i:[λ」力藁Y亀黒じFIλ
庭をにぎわ しています。

原産地 ヨー猥ッパ、菱アジアなどに分布する。

多年草で、長し`葉柄をもつた島足状の葉をつけ

る。

花言葉 iま 、中傷、追意、思い彗:

誕生花  12月 2舎 1 121126輝 也 :こ もある

ようで|.

キンポウゲロ

キンポウゲ科

クリスマスローズ属

学名 Helleborus nlser

lellebolヽ しs iク リスマスコーズ属 (ギ

リシャ語 磁 獄」汁ヽら荒れた土地に菫生す

る)

nigel    :黒 い

花難は、 12月 から3～ 4月 まで咲くよう

ですが、 12月 のクリスマス時期に咲く、

バラに似た花から、この名前がついたよう

です。寒さに強く、雪を 持ち上 |ずて花を咲

かせるところから別名 「雪起こし」とも呼ばれています。

☆[橿原より]10月 29日午前9時半頃一軒隣りの家の方からキョキョ・・ケキヨとウゲイスの鴫き声が聞こえ

た。何年か前も秋遅くよく鳴してもヽたつけ。 妙に暖かかつたりし秒 でそのせもいな?11月 10囲 ウグイス

の機 きが庭で盛んに聞こえました。

うちの「アオちやん」とりつているアオジが今冬初到来。今年も忘れずきてくれ また会えた・。と喜んでしヽる。

☆[斑鳩より]11月 15日 ツグミ

んのシロハラ・ルリビタキを待つ

信貴山大門池でオシド

ってきています。この冬は ツグミ

(斎 藤)

(1羽に舎冬初めて見ました。常連さ

ています

ジを見ました。年々数が少なくな

どうでしようか?    (勝 田)

斑鳩龍興公園もみじ祭 り

カエデの紅葉、エ ノキの黄葉大変

きれいになりました。

報からお餅つきの準備をしていました

フリーマーケット1)li lて 年々にぎ

やかになつてきています.
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